
このコーナーは、会員企業をたずね、物流業界で働く女性社員に業務内容や、
職場の取り組み、個人の抱負などを語ってもらうコーナーです。

会員企業をたずねる
女性の力、女性の声

ロジェクトに参加しています。また、繁忙期には事
業所へ業務応援に出向き、お客様から集荷依頼を受
けたり、物流管理担当者と集配ドライバー職に情報
共有したりしています。

――転職された感想を教えてください。
　まだまだ覚えることも多く大変なこともありま
すが、毎日がとても充実しており、転職して良かっ
たと思っています。来年初旬に第 1 子を出産する
予定です。入社早々、産休・育休を取得すること
を心苦しく思っていたのですが、周囲の皆さんが
とても温かく受け入れてくださいました。実際に
子供がいる女性社員も多く、産前産後育児休暇か
らの復帰率が第 2 子以降も含めて 100％という環
境も心強いです。女性活躍推進に限らず、社員の
個人の事情に寄り添い、成長をサポートしてくれ
る会社だと感じています。

物流の魅力を伝えることにやりがい

――仕事をする上で、どんなときにやりがいを感じ
ますか。
　「物流」は目には見えないけれども、社会におい
て非常に大きな役割を担っています。その魅力を
学生の皆さんに伝える仕事をしていますので、相
手に伝わったと実感できたときにやりがいを感じ

第41回

PROFILE
大学卒業後、就職情報会社に入社し、山形県内の法人営業を担
当。2024年1月、第一貨物㈱入社。人事部採用グループに配属さ
れ、現在に至る。山形県出身。小学生から陸上、チアダンス、エレ
クトーンを始め、中学では陸上部、高校ではチアリーダー部に所
属し活躍。休日は地方に出向き競馬観戦を楽しむ。

人事部採用グループ

井澤　未空さん

第一貨物株式会社

採用のその先の業務を希望

――御社に中途入社された経緯について教えてく
ださい。
　新卒で入社したのは就職情報会社です。山形県
内に位置するお客様企業の採用業務に携わりまし
た。さまざまな業界のお客様との関わりも深く、と
ても充実していたのですが、経験が蓄積されるにつ
れ、採用のその先にある業務にも携わりたいという
思いが出てきました。また、結婚の予定をきっかけ
に自分自身のライフプランをあらためて考え、全国
転勤が伴わない会社に勤めたいと思ったことも、転
職を志望した理由の一つです。物流企業を担当し
ていた中で、物流が社会にとって不可欠な仕事だと
実感し、物流業界に興味を持ちました。第一貨物に
ついては、当時の担当だった同僚から「採用・育成
に力を入れている会社」と聞き、当社なら新たな挑
戦ができると考え、転職を決意しました。

――担当業務について教えてください。
　インターンシップ、説明会等の開催、応募書類管
理、選考面接など大卒の新卒採用に係る業務を中
心に携わっています。毎年 100 名以上の新卒採用
を行っているため、多い日は5 ～ 6名ほどの面接を
行います。そのほか、会社全体の採用数・退職数の
データ作成やタレントマネジメントシステムのプ
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会社概要

第一貨物株式会社

本社（山形）：山形県山形市諏訪町二丁目1番20号
本社（東京）：東京都江東区塩浜一丁目2番2号
中央研修所、第一貨物流通技能専門校：山形県天童市大字芳賀895番地
設立：1941年
代表者：代表取締役社長　米田　総一郎
拠点数：国内約150カ所、海外2カ所（2024年6月現在）
従業員数：約5,500名（2024年6月現在）

【事業概要】
　83年の歴史の中で、拠点を北海道・東北・甲信越・関東・中京・関西に広げ、物流の全国ネットワークを形成。現在はアジア圏を中心
に海外にも進出している総合物流企業。主な事業は、貨物輸送サービス、ロジスティクス・サービス（3PL）、国際事業（国際フォワーディ
ングサービス・通関）。同社の人材育成と企業内学校（流通技能専門校）の役割を担う中央研修所は1962年に創設。本年3月、リニューア
ルオープンを迎えた。

ます。新入社員から「もともと物流業界に興味がな
かったが、第一貨物の説明会や見学を通じて物流に
携わりたいと思った」と聞き、うれしく思ったこと
があります。今後も、物流業界のファンが1人でも
増えるよう努めていきたいです。

――仕事に臨む際に心がけていることを教えてく
ださい。
　前職の経験から、社内外を問わず、「バッドニュー
スファースト」を心がけています。自分や当社に
とって不都合なことほど、相手にとっては必要な情
報だったりすることがあります。可及的速やかに
共有するようにしています。 

――現在、抱えている課題などはありますか。
　自分自身の物流に関する知識不足です。毎日業
界紙や日経新聞などに目を通していますが、物流業
界のトレンドの移り変わりは速いので、スピード感
についていけるよう努めています。社内の研修制
度を使って、衛生管理者の資格や運行管理者の資格
取得にも取り組みたいと考えています。

――オフタイムの過ごし方について教えてください。
　定時退社が多いので、帰宅後は愛犬の散歩や夕食
の準備をします。休日は、新潟競馬場や福島競馬場
に行ったり、キャンプに行ったりしています。有給
も取りやすいので、長期休暇を利用して国内旅行に
行くときもあります。 

第一貨物株式会社

――今後の抱負をお聞かせください。
　物流業界で活躍する女性のロールモデルになり
たいです。将来的には、「バリキャリワーママ」にな
るのが目標です（笑）。担当業務においては、まずは
採用業務を突き詰め、今後は研修制度のプログラム
改定などにも携わりたいと考えています。

――ありがとうございました。

東京支店

採用説明会で学生に説明する井澤さん

愛犬と一緒に楽しむ
オフタイム
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